
 

子どもは、いずれ世に出る…その前に  

 
 校長　齋藤　博敏　

 　
　間もなく、 2023  年 （令 和 ５ 年）が終わろうとしています。
　 年が 明け る と 年 齢 が 増 え る 、 いわゆ る「 数え 年」 という 、年 齢の数え 方があ
り ます 。生 ま れ た 時 点 を 「 １ 歳 」とし 、以 降元 日を 迎える 度に 、１歳加 えると
言 う年 齢の 数 え 方 で す 。 こ の 数 え方を する と、 新年 を迎え ると 自分も一 つ大人
に 近づ いた よ う で 、 子 ど も の 頃 は、く すぐ った いよ うな気 がし たのもで した。

 　
　 子ど もを 育 て る 時 、 親 の 覚 悟 として 「子 ども を一 人前に 育て ること」 を考え
て い た よ う に 思 い ま す 。 一 人 前 と い う の は 、「 世 （ よ ： 社 会 ） に 出 て 自 分 の 力

 で働いて生きて いく こ と」 を 意 味しています。
　 だか ら、 い ず れ 大 人 に な り 、 世に出 て恥 ずか しく ない人 にな るように と、子
ど も は 、 事 あ る ご と に 、「 人 様 に 迷 惑 を 掛 け る よ う な こ と を し て は い け な い 」
と 大人 から し つ け ら れ た も の で した。 これ は、 だい たいど の家 でももっ ている
共 通の 価値 観 で は な か っ た で し ょうか 。こ れを 繰り 返し繰 り返 し教えら れたこ
と によ って 、 大 人 の 覚 悟 が 伝 わ り、私 自身 も、 子ど も心に 納得 したり、 反省し

 たりできるよう にな っ たと 、 今 になって感じています。
　最近、「子 ど もを 一 人 前に 育 てる」という覚悟。言い換えれば 、「子どもは、
い ずれ 大人 に な る 。 世 に 出 る 前 に、大 切な こと をし っかり 教え 、身に付 けさせ
よ う」 とい う 覚 悟 が 薄 れ て い る のでは ない か、 と少 し不安 を抱 くことが ありま

 す。
　 もち ろん 、 子 ど も の 身 に な っ て考え てあ げる こと は、大 人の 大切な義 務だと
思 い ま す 。 た だ 、「 ま だ 子 ど も だ か ら … 」「 子 ど も に 不 び ん な 思 い を さ せ た く
な い … 」「 子 ど も の 心 は 傷 付 き や す い か ら … 」 ば か り で は い け な い と 思 う の で
す 。例 えば 、 返 事 や 挨 拶 で す 。 名前を 呼ば れた ら、 はっき り聞 こえる返 事をす
る。挨拶された ら き ちん と 返 す。これは、人間関係の基本です 。いつまでも「 恥

 ず かし がり 屋 の 性 格 だ か ら 」 で は、通 用し ませ ん。 身に付 けさ せること です。
　 子ど もが い ず れ 出 て 行 く 「 世 」は、 楽な こと ばか りでは ない のです。 苦しい
こ と・ 辛い こ と に 耐 え 、 乗 り 越 えなく ては いけ ない ことが たく さんあり ます。

 　
　 これ から 年 末 ・ 年 始 に か け て 、家族 との ふれ あい が増え るこ の時期で す。プ
レ ゼン トや お 年 玉 に 喜 ぶ 子 ど も たちの 顔を 見る のは 楽しい もの です。し かし、
大人としては、礼儀 作 法 をは じ めとする大切なことを、世に出る時を見越して 、
し っか り教 え て い く 、 よ い チ ャ ンスの 時期 でも あり ます。 教え ながら、 ぜひ、
ど んな こと を 期 待 し て い る か 、 どんな 人に なっ てほ しいか 、大 人として 、子ど

 もに語ってあげ てく だ さい 。
　   

 　最後になりま した が 、

　今学期も、学校のためにたくさんの御理解と御
協 力 を い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。 保 護
者 の 皆 様 、 地 域 の 皆 様 に 、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ
ます。よいお年をお迎えください。  
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